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表 1 ヤンガー、ワハハ、ナイス 3 社の概要 
 
雅戈尓（ヤンガー） 娃哈哈（ワハハ） 納愛斯（ナイス） 
事業分野 繊維・アパレル製造 飲料・食品製造 日用化学品製造 
スタート 1979 年 12 月 1987 年 5 月 1968 年 
所在地 浙江省寧波市 浙江省杭州市 浙江省麗水市 
経営者 李如成 宗慶後 庄啓伝 
主力商品 紳士用シャツ・スーツ 乳酸菌飲料、清涼飲料 石鹸、洗剤 
売上高 360 億 3,107 万元 678 億 5,504 万元 122 億 7,332 万元 
中国民営企業順位 第 39 位 第 16 位 第 227 位 
中国製造企業順位 第 128 位 第 71 位 第 352 位 
従業員数 24,074 約 3 万 約 1 万 
上場状況 株式上場（1998 年） 未上場 未上場 
注：売上高、従業員数、中国民営企業及び製造企業での順位はすべて 2011 年度のものである。
出所：各社のホームページなどおよび「2012 中国製造業企業 500 強」「2012 中国民営企業 500
強」の統計データを参考に作成。 
 
中国企業連合会・中国企業家協会が発表した 2012 年中国の製造企業上位 500 社ラ







品や雨潤、娃哈哈など 14 社、アパレル分野では雅戈尓、紅豆、海瀾など 10 社、日用










































































































































































































































































































































































































第 1 章 イントロダクション  
1 中国における一般消費財産業および企業の成長  
2 先行研究  
3 分析の枠組み  
4 論文構成  
 
第 2 章 経営史研究の方法  
1 経営史研究とは  
1.1 アメリカにおける経営史研究  
1.2 日本における経営史研究  
1.3  中国における経営史研究  
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2 経営史的方法論  
2.1 個別企業史の研究方法  
2.2 ケース・スタディの方法 
2.3 本論文の研究方法  
3 小括  
 
第 3 章 中国における一般消費財産業の発展  
1 衣料品産業  
1.1 規制撤廃と構造変化  
1.2  産地の形成とブランド化 
1.3 成長方式の転換  
2 飲料産業  
2.1 飲料市場の形成  
2.2 業界再編と製品構造の変化  
2.3 競争の激化  
3 日用化学品産業  
3.1 産業の形成と制度改革  
3.2 構造変化と外資の参入  
3.3 新たな業界構造の形成  
4 小括  
 
第 4 章 雅戈尓集団（ヤンガー）  
1 青春工場の時代（1979-1987 年）  
1.1 下請工場としての設立  
1.2 製造技術の取得  
2 企業グループの形成（1988-1997 年）  
2.1 合弁、多角化と株式会社化  
2.2 スーツ事業の展開  
2.3 戦略転換と販売組織の整備  
3 垂直統合化（1998-2006 年）  
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3.1 小売事業の展開  
3.2 商品開発、生産機能の強化  
3.3 国内市場でのブランド構築  
3.4 紡織事業の展開  
3.5 地域別販売体制の導入  
3.6 情報システムの整備  
4 戦略調整と組織体制の整備（2007 年以降）  
4.1 新素材の開発と海外事業の買収  
4.2 製品構造と生産体制の調整  
4.3 多ブランド化  
4.4 サプライチェーン管理の強化と問題点  
4.5 組織体制と経営モデルの確立  
5 小括  
 
第 5 章 杭州娃哈哈集団（ワハハ）  
1 初期の成長（1987-1993 年）  
1.1 設立と健康食品の発売  
1.2 乳酸菌飲料の展開  
2 生産と販売の全国化（1994-1998 年）  
2.1 保証金制度の導入と西部進出  
2.2 清涼飲料市場への参入  
2.3 販売チャネルの系列化  
3.4  コーラの発売  
3 総合飲料メーカーへの成長（1999-2004 年）  
3.1 環境変化と戦略調整  
3.2 販売チャネルの調整  
3.3 都市市場への進出  
3.4 情報システムの導入  
4 さらなる事業拡大（2005 年以降）  
4.1 差別化商品戦略の導入  
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4.2 生産規模の急拡大  
4.3 各機能の調整と強化  
4.4 集権的組織体制の維持  
5 小括  
 
第 6 章 納愛斯集団（ナイス）  
1 横向連営の時代（1968-1990 年）  
1.1 国営企業としてのスタート  
1.2 経営困難と対応策  
2 ブランドの確立（1991-1999 年）  
2.1 自社ブランドの構築  
2.2 株式会社化と規模拡大  
2.3 商品展開の失敗と戦略調整  
3 急躍進と競争激化（2000-2005 年）  
3.1 洗剤分野での急成長  
3.2 生産・販売・物流体制の整備  
3.3 成長鈍化  
3.4 戦略調整  
4 迎えた転換期（2006 年以降）  
4.1 新ブランドの開発  
4.2 情報システムの導入  
4.3 シャンプー市場の参入  
4.4 販売体制の調整  
4.5 組織体制  
5 小括  
 
第 7 章 三つの事例に関する比較分析  
1 経営者の意思決定  
2 製品・市場・事業の展開  
3 サプライチェーン機能  
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4 組織体制・マネジメント制度  
5 小括  
 
第 8 章 結論  
1 中国の一般消費財製造企業の成長  
1.1 企業者的経営者  
1.2 機能、組織、制度  
1.3 経営資源と組織能力  
2 研究意義と今後の課題  
2.1 先行研究をふまえて  
2.2 中国経営史研究の展開  







































得などを目的とする M&A の増加と業界再編について考察されている。 









































 第 7 章では、これまで個別に論じてきた一般消費財企業のヤンガー、ワハハ、ナイ




































成長プロセスを持っている。第 2 に、3 社の業界首位への成長において、各企業の経
営者である李如成、宗慶後、庄啓伝が企業成長の各段階において意思決定を行い、重
要な役割を果たしている。彼らに共通しているのは、市場的機会に敏感に反応する「企






































第 1 に、経営者の主体性への分析に関して、本論文において、一般消費財 3 社の経
営者のバックグラウンドや企業の各成長段階における意思決定のプロセスについて論
じていたが、今後では社会的・文化的要因による企業経営者への分析を行う。これら











第 3 に、中国市場における外資系の一般消費財企業の戦略展開をもう 1 つの研究課
題としたい。今回の研究では、国内企業の競合相手として、外資系企業の戦略展開を
一部触れたが、中国の制度・市場・競合環境の変化、また本国の経営体制の調整など
により、その戦略展開にも大きな変化が見られていった。これらの変化を国際経営史
的手法により、企業別でその流れをとらえていくことが可能であると考えられる。 
第 4 に、流通チャネルに関する国際比較を進めていく。これまで日本独自と言われ
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てきた流通系列化は、中国ではワハハやナイスのほか、有力なブランドを持つ他の消
費財メーカーにも類似した動きが見られている。これは、国土の広く、異なる地域性
があり、弱小規模の卸売業者が多数存在し、無秩序の取引行為が多く見られた中国市
場の事情に対応するための取り組みであると考えられる。今後の研究では、中国にお
ける流通系列化の導入背景、取引制度の内容、メーカーと卸売商の対立または依存関
係などの側面において日本の流通系列化との比較分析を行い、共通点および相違点を
明らかにしたい。 
